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る。例えば、電線網、水道、道路、電話網、 e民 これが都市内における公害・環境問題の つの発生根拠と
なる(宮本憲一)0J 
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資本と都市
一企業都市史における偶然と必然ー(野口)
2. 都市における労働者の蓄積
資本がある都市を拠点として選択する場合、十分な社会的共同生産手段の蓄積と十分な労働者の存在、この二
つは本質的な必要条件となるだろう(もちろんこの二つで十分条件ではない)。
労働者の蓄積という面から見れば、具体的有用労働について、すなわち具体的な技能の蓄積について考慮され
る。特にyフトウェア産業のような複雑な知的労働者の蓄積が求められる産業にとっては。対照的に、 PC組
み立て工場のように、単純労働に従事する安価な工場労働者が必要だとなれば、途上国に立地する。
3. 自らの前提条件をつくりだす主体としての資本、資本によって規定された資本主義的都市
さて資本は、ある都市を拠点として選択すると、自らの存在の前提条件を自らっくり出し始める。主体として
の資本。つまり、都市自治体に働きかけて社会的共同生産手段を準備させ、また必要な労働力を引き寄せ、都
市に生活させる。この労働者のための社会的共同生活手段をも、都市自治体に整備させる。また、知的労働者
の再生産のために、その訓練教育機関(大学)を整備させる。
総括すると、都市は資本にとって前提であるが、資本はこの前提をつくり出す。都市は、資本にとって単なる
外的条件ではなくなり、資本によってつくられた内的条件となる。これは資本主義的都市である。
4. 資本主義的都市シアトノレ
シアトノレを資本主義的都市に転化させたのはボーイングであり、ボーイングが準備した諸条件を活用したのが
マイクロ Yフトである、と言ってよいだろう。そしてマイクロ Yフトも、資本主義の諸条件を自らっくり出す
主体である。
マイクロソフトのような巨大IT企業が、必ずシアトルから育つという必然性(絶対的必然性)があった、とはい
えないが(シリコンパレーなら言いうるかもしれない}、シアトルにはマイクロソフトが成長する諸条件、実在
的可能性(相対的必然性}は存在していたと言いうるだろう。
(摂南太学経済学部}
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